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「しんかい2000 」による三陸沖山田海底谷地形
地質調査

菊池賁一＊Ｉ

潜水綢壺舳「しんかい2000 」１こより三陸沖山Ｕ』海底谷の地形・崘質飼査を行っ

た。潜航調査は海底谷谷底中央部（水深７５０ｍ）Ｒ：ｌ 底し｡海底谷の北側側壁を上

舛し。側賢最上郎【水擽６５０ｍｊに到達した。山田海底谷の北側側壁は平均こう配

２５０／】０００，比高94x ａの急傾斜面である｡斜面こう配は谷底付近で５０／1000

隹陵 最上部付近で2400  / 1000 と。上昇するにつれ増大した。斜面下郎は泥に

價われ，斜面中央部で|ま一部|こ岩盤ヵ囑 山し，小嵐か形成され。斜面上部で|ま岩盤

かほぽ全面|ご露曲し，急搜が形成されていた。 岩盤罵出地点４ヶ所で６点の岩石を

課取した。 岩石の種鰄は軽石凝灰岩・砂岩・泥岩であった。採取Ｉx科Ic巣穴が見ら

れた。 蠧波探査記録上で連続性のよい反射面と倒壁の罵頭の位・ との対応が見られ

た。側壁中部の小腹|こは生物が付碕し。魚類・甲殻類が周辺|こ分布してい た。

Topographic  and Geological Survey for Yamada  Canyon

off Sanriku with "SH1NKAI  2000"

Shin'ichi Kikuchi*5

Topographic  and geological surveys were carried out for Yarnada Canyon

with  the deep  submergence  vehiclc "SH1NKAI  2000". The  vehicle reached

the bottom  oo the axis of the canyon  at a depth  of 750 m  and  climbed the

top  of the northern escarpment  of Yamada  Canyon  650  m  in depth. The

nonben  escarpment  of Yamada  Canyon  is a steep slope whose  slope angle ii

250/  1000, and its height is 94 in. The  slope angle increased from 50/1000  to

2400/1000  at the climbing. The  lower part of the escarpment was covered by

mud.  At  the middle part of the escarpment bed rocks outcropped partly. At

the upper  part of the escarpment  bed  rocks outcroppcd  all over. Six  rock

specimen*  were collected at the four outcrops. These  rock specimens include

tuff, sand  and  mud  stones. Trace  fossiles are observed on  the surface of

specimens. Reflecting  layers on  seismic profile records were  connected  to

outcrops  on  the escarpment.  At  the  escarplet of the middle  part of the

escarpment,  many  kind of faunas were observed.

゜ｌ 海上保安庁水路郎沿片調査繰

゛2 Hydrographic Ｄ叩utmcnt,  Maritime Safety Agency
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1. 緒　 言

「しんかい2000 」により三麭 沖山田海底谷の潜

航調査を行った。山田海底谷の地形｡･地質につい

ては，沿岸の海の基本図「山田湾」刊行のための

調査が行われ，その概要が判明していた。しかし，

海底谷側壁の詳細な地形は海上から超音波を使用

する測深飼査では不明であった。また，大陸棚と

深海平たん面の間にある緩斜面は泥に覆われ，そ

の下の第三紀層の試料を採取することが困難だっ

た。海底谷刷辺は好漁場として利用されているが，

海底谷内の生物分布については不明であった。今

回，山田海底谷の北側の側壁で潜航調査を行い，

海底谷側壁の微地形･ 緩斜甬iを構成する地層・生

物分布について知見を得たので報告する。

2. 調査方法

2.1　麗航調査

榊航調査は｡1984 年７月24 日|こ「Ｌんかい

2000 」第130 回潜航として行った。調査厩要は

次のとおりである。

調査区域　：釜石沖30㎞。山田海底谷

調査従事者：パイロット　　 田代省三

コ・パイロット　桜井利明

観察者　　　　 菊池真一

行動概嬰　：　　　　 。

潜航開始時刻　１０ ： ００

着底時刻　　 １０ ： ５５

酋底位贋　　N 39"  25. 7＼ E 142‘17.9'

浮上時刻　　 １４ ： ５３

祠査 コース　海底谷谷底→北側斜面→斜面頂

郁

測位・深度測定：測位はトラン スポソダによ

るSSBL 方式(Super Short Base Line

System) によった。トラソスポンダは山田梅

底谷北側側壁中部.N 39 °25. 71’.E 142*

18.99' 水深692  m の地点 に般置した。深度

は関査船に装備されたＳＴＤにより測定した。

2.2　 地形・地質の解析

地形 ・地質の解析資料には潜航調査の成果のほ

かに沿岸 の海の基本図「山田湾」の測深記録（P

DR 103 型），5000j スパーカー式 音波探査記

録を使用した。水深は水中音速度改IEをした値を

使用した。地層中の音速度は水中音速度と同じと

仮定した。地層の層厚 ・反射面の深度が実際より

小さな儕として表わされている。

崖の水深は崖の基郎の水深で衣わした。斜山の

こ う配は「しんかい2000 」の航跡図から読みとっ

た移動距離と, STD の示した深度から算出した。

図 １　潜航地点位置図

Location ｏｆ the diving point

3. 海底地形・地質

3.1　 Ξ鑠沿岸海域の地形

潜航地点|と面する山田湾から大船渡湾|とか砂て

の海岸は，三陸海岸の中で も典型的 なりアス海岸

となっており，北上山地の高い準平原が急|こ海岸

で終わり，崖海岸が連続する。大陸棚は， ほぽ海

岸線の一般方向と平行して帯状に発達するが，鰛

】Ｏ㎞ と狭く，陸棚谷や海岸段丘 もほとんど認め

られない。λ鈕 棚の沖側にこう配10 ～100 ｙlj)00

の緩斜面が発達し，その沖側の深海平たん面|こ至

る。山 田沖から釜石沖|とかけての大陸棚外縁郎の

傾斜変換点は不明瞭ながら水深１６０～１６６ｍに認

められる。禝斜面のこう配は水深が大きくなる1こ

つれ増大し，水深500m 付近で こう配 が50 ／

1.000 をわずか|こ超えた後， 再び緩やか|こなる。

斜而のこう配が50 ／ 1.000 を超えるのは水深

400 ～600 m の間で。輻３～ ４㎞の南北|このびる
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図２　調 査 測 線

Sぽvey route

帯状の地域|こ限 られ，この比較的に傾斜が急な斜

而にガリ（Ｇｕny ）状の海底谷が分布する。

これらの海底谷はいずれも斜面の傾斜方向に平

行する必従谷であり，直線的な流路をもつｖ 字谷

である。谷の分布密度は南北10 ㎞ の間に数本の

割合である。規模の大きな海底谷として，北から

宮古海匠谷・山田海底 谷・大槌海底谷・釜石海底

谷がある。宮古梅底谷は水深300  m付近に谷頤を

もち，谷底水深450 ～500 m 付近で杣約1.2 ㎞掻

高100m の深い谷となるが，水深600m 付近では

谷地形の比高が10m 以下となっている｡山雨海底

谷は谷頭水深約395m, 谷底水深600 ～700 m

付近で幅約 １皿 比高約100m の深い谷となるが。

谷底水深750m 付近では谷地形の比高が約50m に

減少する。釜石海底谷は水深300m 付近に谷頭を

もち，幅800m ， 比高50m の洩い谷であるが。斜

面こう配力1緩やかにな る水深500  m付近で関 口Ｌ，

消滅してしまい，長さは８㎞に満たない 。大槌

梅暖谷は水深330  m付近に谷頭をもっが，詳細な

梅底地形は不明である。三陸沖の海底谷は比較的

大規模なものを含めて斜面こう配が大きい斜面に

JAMSTECTR DEEPSEA RESEARCH  C1965)

限定的Sこ分布する。

3.2　 三陸冲の地質

三陸沖の海底地質は，北上山地を構成する中・

古生層および貫入岩瀬に対比される地層が陸岸近

くに分布し，その沖側に白亜紀後期 ・古第三紀・

中新世前中期の地層が分布する。東西の地質断 面

を見ると， 新しい地層が次々と付加するように分

布している。地質構造は，白亜紀前期までの地層

がしゅう曲 ・断層運動を強く受けているのに対し。

白亜紀後期以降の地層には小規模なしゅう曲 ・断

屑しか見られない。白亜紀後期～中断世巾期の地

屑は大陸棚とそこのすぐ沖側の斜面で東側に傾斜

する同斜構造を示す。

巾新世後期の地層は大陸棚とそのすぐ沖側の斜

面で 欠如する。大陸棚とその外線海域の海底下に

は大規模な波食面が鮮断世 ・更新世の地層によっ

て埋積されている。深海平たん面の海底下にも鮮

新世・更新世の咄咄が分布する。大腔棚外縁と深

海平たん面の間|こある斜面では中新世前中期の地

層が海底に露頭している。斜面のガリ状の谷は中

新世萠中期･ 鮮新世の地層を侵食して発運する。
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鮮新世・更新世の地層は大陸棚 一大陸棚外縁 ・深

海 平たん面でほぼ水平1こ堆積し，構造運動lこよる

変形も軽微である。

4. 奮波探重記録

山田海底谷付近の地質は，中新 世前巾刈の堆積

岩で構成されている。構造は東側に４～５°傾く

同斜構造を示 す。谷を境1こして地層の傾斜が変化

することから谷筋に沿う断層が予鯉される。

潜航調査コースは南北方向の測線（交1  -  3)

とほぼ同じ位置である。図３，図4S こ交１－３測

線とそれに直交する嵐29 測線を示した。 両測線

の交点 （Ｐ）で中新世前中期の地層（Ⅷ層）は，

92

200  mの層厚があり，その下に白亜紀後期の地層

（!χ層 ）が分布する。Ⅷ 層内には図 ３，４に示し

た層準ａ～d の連続性のよい反射面が見られる。

山田海底谷周辺の珊珊の岩相は，音波探査記録

上で弱い反射面を含む 透明層であることから，泥

がちの地層であると解釈される。Ⅷ 瑙内の各部分

の音響的珊相 を表11 こ示した。

音波探査記録解釈図に潜航調査で観察した水深

630m の小雌の位置をＡ，水深650m の小崖の位

匯をＢ，岩盤が全面的に露山する区域の下端（水

深584 m ）をＣとして図示した。

図３　音波探査記録（測線交1 -  3)

Seismic profile record of Line Ko-1-3

(see Fig.6. ）

JAMSTECTR DEEPSEA ＲＥＳＥＡＲＣＨ （1985）



図 ４　音波探査記録（測線k29 ）

Seismic profile record of Line 阨29

（ ｓｅ Ｆｉｇ.6, ）

5. 潜航調壷

潜航調査を行った付近の山田海底谷の北側側壁

は，測深鈩Ｕ によると平均こう配250 ／1.000 ，

比高94m の急傾斜面となっている。 潜航調査は

海底谷中央部に着底した後. 290"°方向|こ延びる海

底谷内を305 °方向に進み，北側側壁を斜めに昇

るように鯛査した。調査コースlこ沿った地形は表

２のように区分で き，こう配は上部ほど大きい。

5j　 谷底・斜面下都

海底谷の中央椰は広く泥が分布する緩斜面であ

る。海底は平滑で巣穴が多数分布していた。最初

の着底地点では視程 ６ｍ，水温327 ℃， 流れは

310 °方向にわずかにあった。

斜面下郎は広 く泥が分布する急斜面である。こ

う配は上昇するにつ れ大きくなった。水琢650m

で直径80e●の円礫が転がっていた。円礫はよく円

麝さ れていく,。生物付着は見られず，海ａ の泥|こ

埋没 する状態でなかった。 水深640m 付近から直

径10 ～30c・の角ば った礫 が・ 現し始めた。斜面

を上昇する1こつれて角礫の敷が増え，こう配も急

|こな。た。角礫|こはクモヒトデ等の生物が付肴Ｌ，

生侵食の跡がよく残っていた。付着するクモヒト

デが退色している様子はなかった｡

5.2　 斜面中部

小崖が分布する愈斜面である。水深630  mで高

さ1.2m の小諡を兇見した。崖は300 °の 方向1こ

長さ20mm 上連続していた。崖は梅底谷の漉軸の

方向sこのびており， 上旋方向|て追・ て行くと次第



図５　山田海底谷を横断する測深記録

Echogram crossing Yamada Canyon

1て高さを減じ，最初1こ崖ｇ:到邇した地点から300 ’

方向へ20m 道んだ 水深625m の 地点で高さ５ｅｌの

段差となっていた。

小應の詳細な観察は最初|こ崖を発見した地点で

行った。崖1こは，腕足驍・腔腸動物が露頭全体を

復いかくすよう|こ付着し，その上lこクモヒトデが

多数へぱ りついていた。その他1こガニ・ヱピ・ア

ナゴが多数見られた。小崖の周辺ではプ ランクト

ンが他の地点より多か・ーた。

マニュピj,レータ|こより岩石を採取した。岩盤

は強固で，岩質は軽石凝灰岩であった。

小南をすぎてから水深615m までの閥 は泥が分

布し，こ う配もやや緩や かになり，海底は平滑で，

礫もほとんど分布しなかった。 水深615  m付近か

ら角礫が出現し，上昇するにつれて次第1こ礫の数

が多くなり，こ う配も急になった。

水深605  mで２番目の小崖に到連した。比高20

m 。1 番目の小崖と同じよう|こ生物が多致見られ

た。

5.3　 斜面上都

水深584 ～605m の斜面はこう配600 ／1,500

の極急創 面である。比高0.5 ～2.0m の小崖が段
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図６　山Ⅲ 海底谷周辺の海底地形図

海上保安庁 【 】984）3）1こよる
Ｔ：トランスポンダ，（i）:測躱交 】－３
（ｉ）：測線陥29

Ba  thy metric Chart in the vicinity ｏｆ Canyon

Ｔ : Transpondsr ①:Survey line Ko-1-3

傴）:Survey line 阨29

表２　山田梅底谷側壁の斜面勾配

（ ’地形図 から計算Ｌた）

Slope angle of escarpment of Yemeda Ｃａｎyｏｎ

°Calculated from bathymetric chart

区　　 峨

廴4Cjlty

時　 刻

Tlme

水　 探

Dgpth

別 面 勾 配

Slope  Angle

俗　　　 底

Bottom
１０５５－１１４２ ６５５－６７５ 竝 ５０／１０００＊

斜 面 下 部

10w 収p μt cf eSCWpment

１０４２－１２０４ ６３０－弱５ 畩 290/1000

斜 面 中 部

midd 】epartofeSCarpment
１２０４－１３２０ 605 －630m 350/1000

斜 面 上 郎

uppar part of 時c肛pment
１３２０－１３４５ 584 一605 叭 600/1000

斜 血 最 上 郡
Up芦rm 啣tpgtQr
卵Carpment

1345 －】404 560 －584m ２４００／１０００

斜 面 頂 祁 岩 床

tma 戉
1404 －1432 560a SO/1000 ゛

JAMSTECTR DEEPSEA RESEARCH  (1965)



図７　山田海底谷北側側壁の校式断 面図

Schematic profile of the nort  hern

肪carpment ｏｆ Yamada Canyon

々畑のように統いている。生物の付着は次第Sこ少

なくなった。 水探602  m ・ 598 m の２地点で岩石

を採取した。

水深560 ～584  m の斜面はこ う配2,4(X)／1,000

の極急斜面である。岩盤が全面的Sこ露出していた｡。

生物はあまり見られなかった。

5.4　 崖頂都

急しゅんな虚を昇り 切ると急Sこ視界が開けて，

岩盤が露・ するテラス状の平たんな地形がひろが

った。平たんな地形面は地層面と平行して発達し

ていた。地層而Sこ沿った比蒿10 ～20 ㎝の高まり

・溝が見られた。地晒面に沿う高まりは角がとれ

て丸みをおびていた。岩盤の表面は全般に丸みを

おびていた。点在する礫も亜円礫～円礫だった。

マニュピュレータによる岩盤からの試料採取は岩

盤が強固であったため失敗した。崖の縁に沿 って

谷 の上流方向1こ移動した。崖縁で落ちそうになっ

ている円礫が見られた。転石を採取した。岩質は

JAMSTECTR D6EPS6A RESEARCH  (1985) 97

硬い砂岩であった。岩盤Sこ付着する生物は少なか

った。メヌケ・エイが見られた。魚は多かった。

トロ ール漁業|こ使用されるオッター・ボードと思

われる板を発見した。

5.　5.5　 探取試科

採取岩石は表3S こ示すとおりである。転石とし

た試料もすぐ近くに露頭があり，円磨されてない

ので現地性の礫と思えた。

6. 考察と結論

山田海底谷の北側側壁は谷底から斜山最上郎に

かけて次第にこう配が大きくなっている。斜面下

部は泥lこ覆われ,斜血中 部は一郎に岩盤が露出し，

小崖が形成され。斜面上部では岩盤がほぼ全面に

露出し，極匐創 面を形成する。

今回の調査では円礫が斜面下郎と斜面を昇りき

った地点で見られた。斜面下郎の円礫があった地

点は斜面こう配が急斜面（290 ／1,000 ）から緩



表３ 「しんかい2000 」1130 潜航採取試料

Sampling Material collected at the "SHINKAI2000" 130th Diving

時 刻
ｎｍｅ

水 深

D寥pth

場 所

L心Cation

採 取

Sampl ㎎

採　 取　 賦　 料

Sampling Ma 詒i£s

1984/7/24
1210

630m
小 塵

Scaxplet

転 石

F10atf

淡灰色凝灰岩

light Fay tuff. 5×4×1 ㎝，5 ×4 心cl

1229 630m
小 崖

Searpk

露 頭

OutQ 刃p

曜石凝灰岩，巣穴あり

pumic9-tuff､tr心sfossile
12×8×4 ㎝

1330A 602m
小 皿

Scarplet

転 石

F10aW

曜石凝灰岩，巣穴あり

pumice- tuff,tracg fossile
18×16X10 ㎝

1330B 602m
小 崖

Searμet

転 石

FIoaW

緑灰色凝灰質砂岩，巣穴あり

G旬小ishrly tuffac 旬o囀sand,traafs 亟鈿
12X12×10S

1341 598m
小 塵

Scarplet

露 頭

OutQrりp

鋏灰色凝灰賢泥岩

light Fay tufraceous mud
8×5×4 ㎝

1424 S60m
岩 床

TgTaCS

転 石

FIQaW

渋茶灰色砂岩

light brownish ray sand
18×12×8 ㎝

斜 面（50 ／1,000 ）へと移行する地点にあたり，

円礫が斜面頂邸から転動してきた可能性が高い。

斜面|こ見られた小崖は生物が表面を覆い屠すよ

うに付着し，崖の前で採取した角礫1こも生物が付

翦し，巣穴が見られた。角礫は，小幽|こ近づく1こ

つれ多くなり，小議の上側では無くなることから，

崖 の崩埴sこよって供給された ものと惟定される。

小疸は生侵食|とよる倒壊が態行している。

音波探査記録1こ見られる趣続性のよい反射面と

斜面で見た擂の地点がよく対応する。側壁を構成

する中新世の地躙はａ波探査記録から主1こ泥岩層

であるとみられることから，崖は，泥岩|こ狭まれ

る畷石凝灰岩層 ・砂岩屬が劉面1こ露出し1 小咄や

極急斜面を形成していると堆定される。このよう

な地形は陸上の第三紀屬の分布域において植生の

乏しい斜面で見られる地形と類似する。一種のケ

スタ地形といえる。

大陸棚面下の鰈 新世・戛!新皀の地屑内|こ顕著な

不整合面が見られないことから，調査区域は鮮新

世ａ 降海面下1こあ・たと推定される。また，角礫
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1こ付着するクモヒトデ1こしばしば退色していない

ものが見られることから， 角礫が小旛からはがれ

てから長時問たっていないことが推定さ れる。こ

のことは塵の朋壊が現在も進行していることを示

し，海底谷が海面ドで形成されたことが推定さ れ

る。

調査海域は泥が広く分布し，ガリ状谷がこう配

50／ 1,000 で出現しはじめる。海底谷谷庭も泥で

佃われ，こ う配が50 ／1,000 である。梅庭谷の側

壁中 ・下部は角礫を１ む泥が分布し，こう配が

300 ／1,000 である。こう配5a／|,000 が泥から

構成される斜面の安息角Ic ほば相当すると思われ

る。

生物の付着する小崖はこう配300 ／1,000 前後

の急斜面|こ分布し，三陸沖ではこのような急斜面

は梅底谷内の側壁|こ分布が限られる。小畑にはこ

う膰動物・湾足顛が付蕃し，周辺1ては魚類・叩般

類・プ ランクトンが分布し。小崖を中心とした生

物集団 が形成されている。
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